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患者・家族が安心して地域で生活するための在宅療養支援に
関する知識を習得し、実践に活かすことができる能力を向上
することを目的にWEBで2日間研修を開催しました。
九州地区14病院より64名の方が受講されました。

「医療・看護・介護施策の動向と
JCHOの使命である地域包括ケアの推進」

「病院における在宅療養支援とは」



「在宅療養支援の実際（MSWの立場から）」

「在宅療養支援調整の実際
（ケアマネジャーの立場から）」



「入退院支援専従看護師の活動の実際」 「在宅療養支援の実際」
（訪問看護ステーションの立場から）

「介護老人保健施設での在宅療養支援の実際」
「地域包括ケア病棟での在宅療養支援の実際」



グループワーク
「在宅療養支援を推進するために必要なことと私ができること」

他の病院と意見交換し、
参考になることがありました。

各グループ発表



【アンケート結果より抜粋】

＊看護師だけでなく他職種（MSW ケアマネ）、また病棟外で働く

看護師の在宅療養支援としての役割や働きが知れてよかった。

＊連携のために必要な視点を学べ、自部署での指導に活かしたい。

＊退院後の生活を意識した関わりが大事だと思った。

＊治療ばかりに目を向けてしまっていたので、患者さんの生活の場を

イメージして日々関わっていきたい。

「在宅療養支援の実際（訪問看護ステーションの立場から）」の講師へ質問

【回答】

通院や入院で化学療法を受けておられる方や、抗がん剤内服されている方が在宅療養される場合、

体調の管理、副作用の確認（倦怠感・口腔内トラブル・味覚障害・消化器症状・皮膚障害 等）・

食事摂取量や排泄・清潔の保持など日常生活状況を確認、把握します。

必要時は主治医への連絡や相談を行い外来受診時等に対応して頂けるような手配を行います。

観察内容は病院看護と同じですが、在宅療養において利用者が「何に困っているのか。」

「どのような心配事を抱いているのか」を聞き取り対応することが病院と異なる部分であると

思っています。

利用者の看護内容」に
がん化学療法とありましたが、
どのようなことか教えてください。


